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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文では雪実一甫的な拡張可能データベース管理システムを実現するため、従来のシステムが抱
えていた以下に示す3つの問題点の解決を図っている。
（王）モジユールの独立性
　拡張可能データベース管理システムでは、ユーザがモジュールと呼ばれる構成要素を記述するこ
とによって，システム内に新たなデータ型や索引機構を導入することができるようになっている。
しかし、従来のシステムでは個々のモジュールが互いに自由に依存することができるためヨー度シ
ステム内に導入したモジュールを削除したりその内容を変更する際に、その影響の及ぶ範囲が明確
でなくヨユーザの負担となっていた。そこで本論文ではラ個々のモジューノレの独立性を高めヨモジュー
ル問の依存関係を明確にする機構を構築した。
（2）データ型の索引機構の直交性
　従来のシステムでは、索引機構の拡張性はデータ型に依存していたためヨ1づの索引機構のモ
ジュールに対して複数のデータ型やオペレータを用いて索引づけすることができなかった。本論文
のシステムではヨ索引機構をデータ型とオペレータについてパラメータ化することによってラデー
タ型の拡張性と索引機構の拡張性とを直交させた。これによりラ1つの索引機構のモジュールをヲ
その内容を変更することなくラさまざまなデータ型やオペレータと組み合わせて使用することがで
きるようになった。
（3）索引機構のモジュールのためのインターフェースと機構
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　従来のシステムではラユーザによって導入される索引機構のモジュールを利用するためのイン
ターフェースが簡易なものでヨ不十分であった。本論文のシステムでは，それぞれの索引機構のモ
ジュールが実現している探索機能についてもパラメータ化している。これによって、1つのモジュー
ルで同時に複数の探索機能を使用できるようなインターフェースと機構を構築した。
審　　査　　の　　要　　旨
　拡張可能なデータベース管理システムの実現のため害モジュールの独立性とデータ型と索引モ
ジュールの直交性、及びインターフェースヘのパラメータを導入したシステムを設計し、開発中で
ある。システムは要素別構築の段階であるがヨ方向としては評価し得る。
　よってラ著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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